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〔表紙写真〕　六ツ美西部小学校で行われた学区社会教育委員会共催の大運動会（2015年5月撮影）

〔参考資料〕　新編岡崎市史/六ツ美村誌/ふるさと六ツ美西部
写真史/六ツ美西部の歴史紀行/私達のふるさと中之郷/六ツ
美西部小学校・学区「10年のあゆみ」/俳句・短歌入選作品集「ふ
るさと六ツ美を詠む」

〔作成委員会〕　
近藤鍾 / 市川眞人 / 兵藤紀之 /大下克英 / 
竹中節夫 / 吉田保廣 / 石川義弘

岡崎市制10 0周年記念事業
岡崎まちものがたり　41  六ツ美西部学区まちものがたり

　六ツ美西部学区の岡崎まちものがたりの編集にあたっては、作成委員が何度も会議を開き、
意見を出し合いました。我が六ツ美西部学区は誕生して20年目になり、特色ある活動が取り組
まれています。「学区ふれあいウオーク祭り」をはじめ、各町ごとの特色ある歴史や文化及び地
域活動を紹介しました。

ふれあいのまち、住みよいまち

mutsumiseibu

本
多
作
左
衛
門
の
肖
像
画（
山
本
健
治
氏
提
供
）

　
本
多
作
左
衛
門
重
次
は
宮
地
町
出

身
の
三
河
武
士
で
す
。長
篠
合
戦
の

際
、妻
に
出
し
た
と
言
わ
れ
る
手
紙

「
一
筆
啓
上　
火
の
用
心　
お
仙
泣

か
す
な　
馬
肥
や
せ
」は
簡
潔
に
ま

と
め
ら
れ
、日
本
一
短
い
手
紙
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
一
筆
啓
上
・

作
左
の
会
」で
は
作
左
衛
門
に
倣
い
、

毎
年
学
区
を
挙
げ
て
俳
句
・
短
歌
を

募
集
し
、入
選
作
品
集
を
発
刊
し
て

い
ま
す
。主
題
は
俳
句
・
短
歌
共
に

「
ふ
る
さ
と
六
ツ
美
を
詠
む
」で
す
。

1 市民ホームの庭に建てられた一筆啓上碑。本多
作左衛門の後裔、本多英子さんが揮毫しました。  
2「一筆啓上・作左の会」が発行している冊子。
俳句や短歌の入選作品が掲載されています。

1 2 の
三
河
武
士

本
多
作
左
衛
門
に
習
う
！

　

夏
草
や
作
左
衛
門
の
碑
は
古
び

一
般　

阿
部
啓
子

　

法
性
寺
み
ど
り
の
ね
ぎ
が
ゆ
れ
て
い
る 

六
ツ
美
西
部
小
学
校
6
年　

福
園
結
衣

　

菜
の
花
に
豊
か
な
自
然
我
が
六
ツ
美

六
ツ
美
北
中
学
校
1
年　

正
司
大
晟

《第10回》《第10回》《第10回》《第10回》《第12回》《第12回》 　

庭
先
で
ぼ
く
が
育
て
た
プ
チ
ト
マ
ト

 

　
　
　

 

赤
い
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る

六
ツ
美
西
部
小
学
校
6
年　

小
野
慎
悟

　

年
一
度
祖
父
母
の
誇
り
盆
に
聞
く

 

　
　
　

 

六
ツ
美
の
歴
史
私
の
故
郷

六
ツ
美
中
学
校
2
年　

小
澤
咲
来

　

宮
様
の
眼
差
し
指
の
先
に
ま
で

 

　
　
　

  

感
じ
て
植
え
る
苗
ま
っ
す
ぐ
に

一
般　

山
本
空
治

短
歌
の
部

第10回（2013年）、第12回（2015年）の入選作品集から
抜粋した作品を紹介します

俳
句
の
部

発行　2017年１月
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1

宮
地
町

　
宮
地
町
に
犬
頭
伝
説
の
地
と
伝
わ

る
糟
目
犬
頭
神
社
が
あ
り
ま
す
。慶

長
５
年（
１
５
９
５
）に
岡
崎
城
主
に

な
っ
た
本
多
康
重
が
崇
敬
し
、石
鳥

居
や
狛
犬
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　
創
建
は
奈
良
時
代
の
大
宝
元
年

（
7
0
1
）、
永
延
元
年（
9
８
７
）
に

熊
野
大
権
現
を
合
祀
し
、昭
和
62
年

に
合
祀
後
千
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記

念
し
て
、前
年
に
千
年
祭
が
盛
大
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

か
す
め

け
ん
と
う

3

1
慶
長
10
年（
１
６
０
５
）、本
多
康
重
が
奉
納
し
た
石
鳥

居
。こ
の
地
方
で
は
珍
し
い
越
前
産
の
笏
谷
石
を
使
用
し
、

青
味
を
帯
び
た
色
が
特
徴 

2
大
勢
の
人
々
で
賑
わ
っ
た
千

年
祭 

3
秋
の
例
大
祭
で
は
子
ど
も
相
撲
を
行
う

し
ゃ
く
だ
に

六ツ美西部は、宮地町・赤渋町・
法性寺町・中之郷町の4つの町で構成された学区。
代々受け継がれた祭り、伝統野菜を紹介します。

1 平安時代中頃に建立された法性寺。かつては六坊を有する寺院
2 法性寺町の住宅街に点在する  3 法性寺ねぎの旬は１～３月頃。
岡崎市内のスーパー、ふれあいドーム岡崎などで購入できる

2

3

1

赤
渋
町

　
赤
渋
町
に
は
五
穀
豊
穣
の
神
様
を

祀
る
御
鍬
神
社
が
あ
り
ま
す
。毎
年

10
月
第
2
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
秋
の

例
大
祭
は
町
民
総
出
で
盛
り
上
げ
、

厄
年
会
に
よ
る
餅
投
げ
は
参
加
者
が

多
く
賑
わ
い
ま
す
。厄
を
祓
う
た
め

に
自
分
た
ち
で
餅
米
を
購
入
し
、大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
お
餅
を
作
り

ま
す
。大
晦
日
や
元
旦
に
は
酒
や
そ

ば
・
う
ど
ん
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な

ど
の
振
る
舞
い
も
用
意
し
て
い
る
の

で
、ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
！

1 恒例の厄年会による餅投げ  2 御鍬神社から御輿の巡行がスタート  
3 餅米をせいろで蒸し、昔ながらの杵と臼で餅つき  4 つきたての餅を
みんなで丸めた手作りのお餅は格別！

4 23

1
2

3

チャラボコ太鼓の胴
は金属製。カンカン
と高い音色が特徴

　
矢
作
川
流
域
の
各
地
で
見
ら
れ
る

郷
土
芸
能
の
一
つ
に
、「
チ
ャ
ラ
ボ
コ

太
鼓
」と
呼
ば
れ
る
打
囃
子
が
あ
り

ま
す
。中
之
郷
町
で
は
中
之
郷
神
社

の
秋
の
例
大
祭
で
奉
納
し
、チ
ャ
ラ

ボ
コ
太
鼓
2
個
と
木
製
胴
の
コ
ン
コ

ロ
太
鼓
1
個
を
乗
せ
た
屋
台
を
曳
き

な
が
ら
、横
笛
と
と
も
に
小
気
味
良

く
演
奏
し
ま
す
。20
年
に
一
度
、中
之

郷
町
に
回
っ
て
く
る
御
田
扇
祭
り
で

は
チ
ャ
ラ
ボ
コ
太
鼓
と
奴
道
中
が
参

列
し
、大
変
賑
や
か
で
す
。

中
之
郷
町

　
法
性
寺
町
に
は「
法
性
寺
ね
ぎ
」と

呼
ば
れ
る
伝
統
野
菜
が
あ
り
ま
す
。そ

の
歴
史
は
室
町
末
期
ま
で
遡
り
、修
行

僧
が
京
都
の
九
条
ね
ぎ
を
持
ち
帰
っ

て
植
え
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。甘
く
て
濃
厚
な
味
わ
い

と
柔
ら
か
な
食
感
が
特
徴
で
、葉
の

青
い
部
分
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。平
成

15
年
に
は「
あ
い
ち
の
伝
統
野
菜
」に

認
定
さ
れ
、岡
崎
市
の
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
品
目
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

法
性
寺
町

3

2

1
御
輿
の
上
に
立
っ
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
男

衆
。子
ど
も
た
ち
の
憧
れ
の
的　

2
徳
川
家
康

の
時
代
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
チ
ャ
ラ
ボ
コ
太

鼓
。名
前
の
由
来
は
太
鼓
の
リ
ズ
ム
を
表
現
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る　

3
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
奴
道
中
。口
髭
も
よ
く
似
合
う

1

「本多豊後守康重」の名が刻まれた石鳥居

お
く
わ

や
す
ふ
じ

犬け
ん

頭と
う

伝
説
っ
て
？

大
杉
の
下
で
眠
っ
て
い
た
上
和

田
城
主
の
宇
都
宮
泰
藤
に
大
蛇

が
襲
い
か
か
り
、白
い
犬
は
吠

え
て
危
険
を
知
ら
せ
た
無
礼
者

と
し
て
首
を
切
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。白
い
犬
の
頭
部
は
糟
目

犬
頭
神
社
に
、尾
は
下
和
田
町

の
犬
尾
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す

石
の
文
化
財
が
豊
富

宮
地
町
の
糟
目
犬
頭
神
社

法性寺町の特産品、法性寺ねぎ

甘くて柔らかい

秋
祭
り
の
餅
投
げ
は
大
盛
況
！

赤
渋
町
の
氏
神
、
御
鍬
神
社

チ
ャ
ラ
ボ
コ
太
鼓
の

音
色
が
響
く
中
之
郷
町

4 町が誇る
“まちのたからもの”

石
鳥
居
と
同
じ
く
、

笏
谷
石
を
使
用
し
た

狛
犬
。
こ
ち
ら
も
本

多
康
重
が
奉
納
し
た

も
の
で
す
。
拝
殿
奥
に

大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
ま
す

67
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六ツ美西部学区市民ホーム・こどもの家赤渋町から中之郷町へ向かう御田扇祭りの行列66 地域の安全を守る交番が牧御堂町に開設55 22 昭和37年の赤渋町の様子。写真奥が御鍬神社11沿道に菜の花が咲く「なのはな遊歩道」44 33 六ツ美西部小学校の校舎は菜の花色

ま
ち
の
な
り
た
ち

六
ツ
美
西
部
学
区

55

44

33

22

66

一
九
〇
六
年
▪
明
治
39 

碧
海
郡
六
ツ
美
村
が
誕
生

一
九
五
八
年
▪
昭
和
33 

町
制
施
行
で
碧
海
郡
六
ツ
美
町
と
な
る

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

宮み
や

地じ

町
・
法ほ

っ

性し
ょ
う寺じ

町
・
赤あ

か

渋し
ぶ

町
・
中な

か

之の

郷ご
う

 

町
の
総
人
口
が
1
4
0
9
人
に
な
る…

 
六
ツ
美
町
が
岡
崎
市
に
合
併
す
る

一
九
七
一
年
▪
昭
和
46 
宮
地
町
、法
性
寺
町
、赤
渋
町
が
市
街
化
区
域
に
な
る 

一
九
七
五
年
▪
昭
和
50 

中
之
郷
町
の
一
本
松
が
六
ツ
美
地
区
選
定
の
名
木
第

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

1
号
に
選
定

一
九
八
六
年
▪
昭
和
61 

糟か
す

目め

犬け
ん

頭と
う

神
社
の
千
年
祭
が
執
り
行
わ
れ
る

 

学
区
内
の
県
道
2
9
3
号（
桜
井
岡
崎
線
）が
開
通

一
九
九
二
年
▪
平
成
4 

六
ツ
美
北
中
学
校
が
開
校

一
九
九
五
年
▪
平
成
7 

宮
地
町
・
法
性
寺
町
・
赤
渋
町
・
中
之
郷

 

町
の
総
人
口
が
8
4
0
9
人
に
な
る

一
九
九
七
年
▪
平
成
9 

六
ツ
美
西
部
小
学
校
が
開
校…

 

六
ツ
美
西
部
学
区
総
代
会
が
発
足

一
九
九
九
年
▪
平
成
11 

町
お
こ
し
の
会「
一
筆
啓
上
・
作
左
の
会
」が
発
足
（
↓ 

P.8 

）

二
〇
〇
〇
年
▪
平
成
12 

宮
地
町
・
法
性
寺
町
・
赤
渋
町
・
中
之
郷
町
の
総
人
口
が
9
5
5
1
人
に
な
る

 

六
ツ
美
西
部
学
区
市
民
ホ
ー
ム
・
こ
ど
も
の
家
が
開
館… 

 

名
鉄
バ
ス
が
岡
崎
駅
西
口

－

中
之
郷

－

東
岡
崎
の
路
線
を
運
行
開
始 

 

第
1
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
祭
り
が
開
催 

 
 

 

「
愛あ

・
夢ゆ

・
緑み

」の
文
字
を
刻
ん
だ
石
の
ベ
ン
チ
を
、学
区
内
16
か
所
に
設
置

二
〇
〇
三
年
▪
平
成
15 

な
の
は
な
公
園
が
竣
工 

 

「
あ
い
ち
の
伝
統
野
菜
」に
法
性
寺
ね
ぎ
が
認
定

二
〇
〇
五
年
▪
平
成
17 

学
区
福
祉
委
員
会
が
発
足

二
〇
〇
六
年
▪
平
成
18 

家
康
行
列
に
「
一
筆
啓
上
・
作
左
の
会
」が
参
加
す
る

 

学
区
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青
パ
ト
隊
が
発
足

二
〇
〇
七
年
▪
平
成
19 

な
の
は
な
遊
歩
道
が
完
成…

 

宮
地
町・法
性
寺
町・赤
渋
町・中
之
郷
町
の
総
人
口
が
1
万
8
9
8
人
に
な
る

 

六
ツ
美
西
部
小
学
校
創
立
10
周
年
記
念
式
典
が
開
催

二
〇
〇
八
年
▪
平
成
20 

牧
御
堂
交
番
が
開
設…

二
〇
一
四
年
▪
平
成
26 

松
林
寺
が
創
建
五
百
年
を
迎
え
る

二
〇
一
五
年
▪
平
成
27 

「
ふ
る
さ
と
六
ツ
美
西
部
写
真
史
」
が
発
刊

 

六
ッ
美
悠
紀
斎
田
1
0
0
周
年
記
念
お
田
植
え
ま
つ
り
が
開
催

 

御お

田た

扇お
う
ぎ

祭
り（
堤つ

つ
み

通ど
お
り

手て

永な
が

）が
岡
崎
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る…

糟目犬頭神社の唐猫。
慶長10年（1605）に寄進された
もので、市指定文化財です

　
昭
和
46
年
に
宮
地
町・法
性
寺
町・赤
渋

町
エ
リ
ア
が
市
街
化
地
区
に
な
り
ま
し
た
。

近
隣
に
ト
ヨ
タ
関
連
の
工
場
が
た
く
さ
ん

で
き
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

化
が
進
み
、
昭
和
37
年
の
岡
崎
市
合
併
当

時
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
50
年
間
で
人
口

は
約
８
倍
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
９
年
に
は
六
ツ
美
西
部
小
学
校
が

開
校
し
、
ア
パ
ー
ト
や
店
舗
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
、
病
院
な

ど
の
環
境
も
整
い
、
生
活
に
便
利
な
住
み

や
す
い
町
で
す
。
ま
た
、
新
し
い
人
を
受

け
入
れ
て
共
に
活
動
し
よ
う
と
い
う
意
欲

に
も
あ
ふ
れ
、学
区
総
出
で
行
う
イ
ベ
ン
ト

や
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
街
地
へ
と
変
貌
す
る

農
村
地
帯

　
大
正
の
始
め
か
ら
昭
和
30
年
代
頃
ま
で
、

六
ツ
美
村
で
は
米
の
裏
作
と
し
て
菜
種
が

盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
六
ツ
美

の
菜
種
か
、
菜
種
の
六
ツ
美
か
」
と
い
わ

れ
た
ほ
ど
で
す
。
現
在
、
菜
種
の
栽
培
は

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
か
つ

て
の
歴
史
を
伝
え
る
た
め
、な
の
は
な
公
園
、

な
の
は
な
遊
歩
道
、
な
の
は
な
学
習
な
ど
、

学
区
内
の
様
々
な
と
こ
ろ
で
菜
の
花
の
名

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

六
ツ
美
の
菜
種

　
六
ツ
美
地
区
は
、
岡
崎
市
の
南
部
と
西

尾
市
の
境
に
あ
る
地
域
で
、明
治
29
年
の

行
政
改
革
に
よ
り
、
26
か
村
が
青
野
村
・

ね合

 

む
の歓 

き木
村
・

う
ら占 

べ部
村
・
中
島
村
・

か
す糟 

め目
村
・

中
井
村
の
6
か
村
に
。
さ
ら
に
、
明
治
39

年
に
は
6
か
村
を
合
併
し
て
「
六
ツ
美
村
」

に
な
り
ま
し
た
。
6
つ
の
村
が
睦
ま
じ
く

暮
ら
す
「
睦
」
の
意
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

六
ツ
美
の
由
来

名木第1号に選ばれた一本松。
昭和60年1月24日に枯れてしまい、
惜しまれつつも伐採されました。
平成22年9月、一本松の跡地に
名木を偲ぶ記念碑が建立されました

「愛・夢・緑」
の文字を刻んだ
石のベンチ

学区社会教育委員会共催の大運動会

大人も子どもも
はりきっています！

11

□人　口 11,710人
 男性 5,965人
 女性 5,745人
□世帯数 4,577世帯
□面　積 2.87㎢
[2016年7月1日現在]

d ata

41
六
ツ
美
西
部　
年
表

41
六
ツ
美
西
部　
年
表

23



1

宮
地
町

　
宮
地
町
に
犬
頭
伝
説
の
地
と
伝
わ

る
糟
目
犬
頭
神
社
が
あ
り
ま
す
。慶

長
５
年（
１
５
９
５
）に
岡
崎
城
主
に

な
っ
た
本
多
康
重
が
崇
敬
し
、石
鳥

居
や
狛
犬
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　
創
建
は
奈
良
時
代
の
大
宝
元
年

（
7
0
1
）、
永
延
元
年（
9
８
７
）
に

熊
野
大
権
現
を
合
祀
し
、昭
和
62
年

に
合
祀
後
千
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記

念
し
て
、前
年
に
千
年
祭
が
盛
大
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

か
す
め

け
ん
と
う

3

1
慶
長
10
年（
１
６
０
５
）、本
多
康
重
が
奉
納
し
た
石
鳥

居
。こ
の
地
方
で
は
珍
し
い
越
前
産
の
笏
谷
石
を
使
用
し
、

青
味
を
帯
び
た
色
が
特
徴 

2
大
勢
の
人
々
で
賑
わ
っ
た
千

年
祭 

3
秋
の
例
大
祭
で
は
子
ど
も
相
撲
を
行
う

し
ゃ
く
だ
に

六ツ美西部は、宮地町・赤渋町・
法性寺町・中之郷町の4つの町で構成された学区。
代々受け継がれた祭り、伝統野菜を紹介します。

1 平安時代中頃に建立された法性寺。かつては六坊を有する寺院
2 法性寺町の住宅街に点在する  3 法性寺ねぎの旬は１～３月頃。
岡崎市内のスーパー、ふれあいドーム岡崎などで購入できる

2

3

1

赤
渋
町

　
赤
渋
町
に
は
五
穀
豊
穣
の
神
様
を

祀
る
御
鍬
神
社
が
あ
り
ま
す
。毎
年

10
月
第
2
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
秋
の

例
大
祭
は
町
民
総
出
で
盛
り
上
げ
、

厄
年
会
に
よ
る
餅
投
げ
は
参
加
者
が

多
く
賑
わ
い
ま
す
。厄
を
祓
う
た
め

に
自
分
た
ち
で
餅
米
を
購
入
し
、大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
お
餅
を
作
り

ま
す
。大
晦
日
や
元
旦
に
は
酒
や
そ

ば
・
う
ど
ん
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な

ど
の
振
る
舞
い
も
用
意
し
て
い
る
の

で
、ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
！

1 恒例の厄年会による餅投げ  2 御鍬神社から御輿の巡行がスタート  
3 餅米をせいろで蒸し、昔ながらの杵と臼で餅つき  4 つきたての餅を
みんなで丸めた手作りのお餅は格別！
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1
2

3

チャラボコ太鼓の胴
は金属製。カンカン
と高い音色が特徴

　
矢
作
川
流
域
の
各
地
で
見
ら
れ
る

郷
土
芸
能
の
一
つ
に
、「
チ
ャ
ラ
ボ
コ

太
鼓
」と
呼
ば
れ
る
打
囃
子
が
あ
り

ま
す
。中
之
郷
町
で
は
中
之
郷
神
社

の
秋
の
例
大
祭
で
奉
納
し
、チ
ャ
ラ

ボ
コ
太
鼓
2
個
と
木
製
胴
の
コ
ン
コ

ロ
太
鼓
1
個
を
乗
せ
た
屋
台
を
曳
き

な
が
ら
、横
笛
と
と
も
に
小
気
味
良

く
演
奏
し
ま
す
。20
年
に
一
度
、中
之

郷
町
に
回
っ
て
く
る
御
田
扇
祭
り
で

は
チ
ャ
ラ
ボ
コ
太
鼓
と
奴
道
中
が
参

列
し
、大
変
賑
や
か
で
す
。

中
之
郷
町

　
法
性
寺
町
に
は「
法
性
寺
ね
ぎ
」と

呼
ば
れ
る
伝
統
野
菜
が
あ
り
ま
す
。そ

の
歴
史
は
室
町
末
期
ま
で
遡
り
、修
行

僧
が
京
都
の
九
条
ね
ぎ
を
持
ち
帰
っ

て
植
え
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。甘
く
て
濃
厚
な
味
わ
い

と
柔
ら
か
な
食
感
が
特
徴
で
、葉
の

青
い
部
分
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。平
成

15
年
に
は「
あ
い
ち
の
伝
統
野
菜
」に

認
定
さ
れ
、岡
崎
市
の
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
品
目
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

法
性
寺
町

3

2

1
御
輿
の
上
に
立
っ
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
男

衆
。子
ど
も
た
ち
の
憧
れ
の
的　

2
徳
川
家
康

の
時
代
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
チ
ャ
ラ
ボ
コ
太

鼓
。名
前
の
由
来
は
太
鼓
の
リ
ズ
ム
を
表
現
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る　

3
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
奴
道
中
。口
髭
も
よ
く
似
合
う

1

「本多豊後守康重」の名が刻まれた石鳥居

お
く
わ

や
す
ふ
じ

犬け
ん

頭と
う

伝
説
っ
て
？

大
杉
の
下
で
眠
っ
て
い
た
上
和

田
城
主
の
宇
都
宮
泰
藤
に
大
蛇

が
襲
い
か
か
り
、白
い
犬
は
吠

え
て
危
険
を
知
ら
せ
た
無
礼
者

と
し
て
首
を
切
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。白
い
犬
の
頭
部
は
糟
目

犬
頭
神
社
に
、尾
は
下
和
田
町

の
犬
尾
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す

石
の
文
化
財
が
豊
富

宮
地
町
の
糟
目
犬
頭
神
社

法性寺町の特産品、法性寺ねぎ

甘くて柔らかい

秋
祭
り
の
餅
投
げ
は
大
盛
況
！

赤
渋
町
の
氏
神
、
御
鍬
神
社

チ
ャ
ラ
ボ
コ
太
鼓
の

音
色
が
響
く
中
之
郷
町

4 町が誇る
“まちのたからもの”

石
鳥
居
と
同
じ
く
、

笏
谷
石
を
使
用
し
た

狛
犬
。
こ
ち
ら
も
本

多
康
重
が
奉
納
し
た

も
の
で
す
。
拝
殿
奥
に

大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
ま
す

67
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六ツ美西部学区市民ホーム・こどもの家赤渋町から中之郷町へ向かう御田扇祭りの行列66 地域の安全を守る交番が牧御堂町に開設55 22 昭和37年の赤渋町の様子。写真奥が御鍬神社11沿道に菜の花が咲く「なのはな遊歩道」44 33 六ツ美西部小学校の校舎は菜の花色

ま
ち
の
な
り
た
ち

六
ツ
美
西
部
学
区

55

44

33

22

66

一
九
〇
六
年
▪
明
治
39 

碧
海
郡
六
ツ
美
村
が
誕
生

一
九
五
八
年
▪
昭
和
33 

町
制
施
行
で
碧
海
郡
六
ツ
美
町
と
な
る

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

宮み
や

地じ

町
・
法ほ

っ

性し
ょ
う寺じ

町
・
赤あ

か

渋し
ぶ

町
・
中な

か

之の

郷ご
う

 

町
の
総
人
口
が
1
4
0
9
人
に
な
る…

 
六
ツ
美
町
が
岡
崎
市
に
合
併
す
る

一
九
七
一
年
▪
昭
和
46 
宮
地
町
、法
性
寺
町
、赤
渋
町
が
市
街
化
区
域
に
な
る 

一
九
七
五
年
▪
昭
和
50 

中
之
郷
町
の
一
本
松
が
六
ツ
美
地
区
選
定
の
名
木
第

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

1
号
に
選
定

一
九
八
六
年
▪
昭
和
61 

糟か
す

目め

犬け
ん

頭と
う

神
社
の
千
年
祭
が
執
り
行
わ
れ
る

 

学
区
内
の
県
道
2
9
3
号（
桜
井
岡
崎
線
）が
開
通

一
九
九
二
年
▪
平
成
4 

六
ツ
美
北
中
学
校
が
開
校

一
九
九
五
年
▪
平
成
7 

宮
地
町
・
法
性
寺
町
・
赤
渋
町
・
中
之
郷

 

町
の
総
人
口
が
8
4
0
9
人
に
な
る

一
九
九
七
年
▪
平
成
9 

六
ツ
美
西
部
小
学
校
が
開
校…

 

六
ツ
美
西
部
学
区
総
代
会
が
発
足

一
九
九
九
年
▪
平
成
11 

町
お
こ
し
の
会「
一
筆
啓
上
・
作
左
の
会
」が
発
足
（
↓ 

P.8 

）

二
〇
〇
〇
年
▪
平
成
12 

宮
地
町
・
法
性
寺
町
・
赤
渋
町
・
中
之
郷
町
の
総
人
口
が
9
5
5
1
人
に
な
る

 

六
ツ
美
西
部
学
区
市
民
ホ
ー
ム
・
こ
ど
も
の
家
が
開
館… 

 

名
鉄
バ
ス
が
岡
崎
駅
西
口

－

中
之
郷

－

東
岡
崎
の
路
線
を
運
行
開
始 

 

第
1
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
祭
り
が
開
催 

 
 

 

「
愛あ

・
夢ゆ

・
緑み

」の
文
字
を
刻
ん
だ
石
の
ベ
ン
チ
を
、学
区
内
16
か
所
に
設
置

二
〇
〇
三
年
▪
平
成
15 

な
の
は
な
公
園
が
竣
工 

 

「
あ
い
ち
の
伝
統
野
菜
」に
法
性
寺
ね
ぎ
が
認
定

二
〇
〇
五
年
▪
平
成
17 

学
区
福
祉
委
員
会
が
発
足

二
〇
〇
六
年
▪
平
成
18 

家
康
行
列
に
「
一
筆
啓
上
・
作
左
の
会
」が
参
加
す
る

 

学
区
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青
パ
ト
隊
が
発
足

二
〇
〇
七
年
▪
平
成
19 

な
の
は
な
遊
歩
道
が
完
成…

 

宮
地
町・法
性
寺
町・赤
渋
町・中
之
郷
町
の
総
人
口
が
1
万
8
9
8
人
に
な
る

 

六
ツ
美
西
部
小
学
校
創
立
10
周
年
記
念
式
典
が
開
催

二
〇
〇
八
年
▪
平
成
20 

牧
御
堂
交
番
が
開
設…

二
〇
一
四
年
▪
平
成
26 

松
林
寺
が
創
建
五
百
年
を
迎
え
る

二
〇
一
五
年
▪
平
成
27 

「
ふ
る
さ
と
六
ツ
美
西
部
写
真
史
」
が
発
刊

 

六
ッ
美
悠
紀
斎
田
1
0
0
周
年
記
念
お
田
植
え
ま
つ
り
が
開
催

 

御お

田た

扇お
う
ぎ

祭
り（
堤つ

つ
み

通ど
お
り

手て

永な
が

）が
岡
崎
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る…

糟目犬頭神社の唐猫。
慶長10年（1605）に寄進された
もので、市指定文化財です

　
昭
和
46
年
に
宮
地
町・法
性
寺
町・赤
渋

町
エ
リ
ア
が
市
街
化
地
区
に
な
り
ま
し
た
。

近
隣
に
ト
ヨ
タ
関
連
の
工
場
が
た
く
さ
ん

で
き
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

化
が
進
み
、
昭
和
37
年
の
岡
崎
市
合
併
当

時
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
50
年
間
で
人
口

は
約
８
倍
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
９
年
に
は
六
ツ
美
西
部
小
学
校
が

開
校
し
、
ア
パ
ー
ト
や
店
舗
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
、
病
院
な

ど
の
環
境
も
整
い
、
生
活
に
便
利
な
住
み

や
す
い
町
で
す
。
ま
た
、
新
し
い
人
を
受

け
入
れ
て
共
に
活
動
し
よ
う
と
い
う
意
欲

に
も
あ
ふ
れ
、学
区
総
出
で
行
う
イ
ベ
ン
ト

や
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
街
地
へ
と
変
貌
す
る

農
村
地
帯

　
大
正
の
始
め
か
ら
昭
和
30
年
代
頃
ま
で
、

六
ツ
美
村
で
は
米
の
裏
作
と
し
て
菜
種
が

盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
六
ツ
美

の
菜
種
か
、
菜
種
の
六
ツ
美
か
」
と
い
わ

れ
た
ほ
ど
で
す
。
現
在
、
菜
種
の
栽
培
は

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
か
つ

て
の
歴
史
を
伝
え
る
た
め
、な
の
は
な
公
園
、

な
の
は
な
遊
歩
道
、
な
の
は
な
学
習
な
ど
、

学
区
内
の
様
々
な
と
こ
ろ
で
菜
の
花
の
名

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

六
ツ
美
の
菜
種

　
六
ツ
美
地
区
は
、
岡
崎
市
の
南
部
と
西

尾
市
の
境
に
あ
る
地
域
で
、明
治
29
年
の

行
政
改
革
に
よ
り
、
26
か
村
が
青
野
村
・

ね合

 

む
の歓 

き木
村
・

う
ら占 

べ部
村
・
中
島
村
・

か
す糟 

め目
村
・

中
井
村
の
6
か
村
に
。
さ
ら
に
、
明
治
39

年
に
は
6
か
村
を
合
併
し
て
「
六
ツ
美
村
」

に
な
り
ま
し
た
。
6
つ
の
村
が
睦
ま
じ
く

暮
ら
す
「
睦
」
の
意
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

六
ツ
美
の
由
来

名木第1号に選ばれた一本松。
昭和60年1月24日に枯れてしまい、
惜しまれつつも伐採されました。
平成22年9月、一本松の跡地に
名木を偲ぶ記念碑が建立されました

「愛・夢・緑」
の文字を刻んだ
石のベンチ

学区社会教育委員会共催の大運動会

大人も子どもも
はりきっています！

11

□人　口 11,710人
 男性 5,965人
 女性 5,745人
□世帯数 4,577世帯
□面　積 2.87㎢
[2016年7月1日現在]
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なのはな遊歩道なのはな遊歩道

  
な
の
は
な
遊
歩
道

　
毎
年
10
月
下
旬
の
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る「
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
祭
り
」は
、六
ツ
美
西

部
学
区
の
名
所
旧
跡
を
訪
ね
歩
く
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
。約
７
㎞
の
コ
ー
ス
に
設
置
さ
れ
た

11
ヶ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
一
日
限
り
で
す
が
、い
つ
訪
れ
て
も
楽
し
い
発
見
が
い
っ
ぱ
い
。ぜ
ひ
、遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
ク
祭
り

地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
拠
点
、

な
の
は
な
遊
歩
道

　
矢
作
川
の
堤
防
沿
い
に
長
さ
約
８
０

０
m
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

暗あ
ん

渠き
ょ

化
後
の
用
水
路
を
活
用
し
て
平
成

19
年
に
完
成
し
、「
な
の
は
な
遊
歩
道
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。沿
道
に
は
季

節
の
花
が
植
え
ら
れ
、菜
の
花
や
コ
ス

モ
ス
な
ど
が
花
を
咲
か
せ
ま
す
。毎
年

５
月
の
端
午
の
節
句
の
時
期
に
は
地
元

の
人
々
が
提
供
し
た
鯉
の
ぼ
り
が
沿
道

に
飾
り
つ
け
ら
れ
、青
い
空
を
元
気
に

泳
ぐ
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

大
き
く
育
つ
よ
う
に
と

願
い
を
込
め
て…
。

黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る
日
が

楽
し
み
で
す

歩
い
て
探
そ
う
！

六
ツ
美
西
部
の
い
い
と
こ
ろ

　
「
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
祭
り
」は
学
区

社
会
教
育
委
員
会
主
催
、一
筆
啓
上
・

作
左
の
会
協
賛
で
、平
成
11
年
か
ら
始

ま
っ
た
秋
の
恒
例
行
事
で
す
。「
学
区
の

名
所
を
訪
ね
、地
域
と
ふ
れ
あ
う
」を
目

的
に
、
11
か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
巡
り
な
が
ら
、約
7
㎞
を
歩
き
ま
す
。

各
ポ
イ
ン
ト
で
は
綿
菓
子
の
ふ
る
ま
い
、

ダ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
も
用
意
。６
か
所
以
上
の
ポ
イ

ン
ト
を
集
め
る
と
参
加
賞
、全
行
程
を

ク
リ
ア
す
る
と
完
歩
賞
が
も
ら
え
ま
す
。

六ツ美西部小学校の子どもたちと一緒に菜
の花の種蒔き 各ポイントでスタンプを押してもらえます

1

た
く
さ
ん
の
ポ
イ
ン
ト
を

集
め
た
よ
！

ケ
ン
・
ケ
ン
・
パ
ッ

大
聖
寺
の
門
前
に
は
愛
知
県
の
農
業

改
善
に
尽
力
し
た
山
崎
延
吉
の
句
碑

が
あ
り
ま
す

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
マ
ッ
プ

六
ツ
美
西
部
学
区

法
性
寺
山
門
の
両
脇
に
建
つ
仁

王
像
。
天
文
13
年（
1
5
4
4
）

に
岡
崎
市
六
供
町
の
甲
山
寺
に

移
さ
れ
、
昭
和
20
年
7
月
に

戻
っ
て
き
ま
し
た

糟
目
犬
頭
神
社
の
境
内
奥
に

本
多
作
左
衛
門
の
誕
生
碑
が

建
っ
て
い
ま
す

   妙国寺
大久保一族ゆかりの寺。徳川家康、秀忠、
家光の三代に仕え、岡崎城登城の際に使用
した籠や鎧兜などの寺宝が保管されている

a   なのはな公園
住民と行政が一緒になって作った公園。平
成17年度には国土交通省の「手づくり郷
土（ふるさと）賞」を受賞

b   松林寺
永正11年（1514）に開基。平成26年に開
山500年を記念して庫里が改修され、落慶
法要が盛大に行われた

c

   浄妙寺
正嘉２年（1258）に創建。境内の墓地に
は徳川三代将軍の大老、土井利勝の母の
墓木として植えた楠があり、岡崎市のふるさとの名木の一つ。毎年、1
月4日～6日の報恩講には音楽法要が営まれ、大勢の参拝客が訪れる

d
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